
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

24242424年度年度年度年度 25年度

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

2,725 3,303 8,010

249,694

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

　目標については、前倒しを行い、実施を加速化

目標に対

する成果

の状況

　機械の稼働台数については、補助事業以外の導入(2台)もあり、目標を５％程度上回った。

オペレーターの育成については、定員を上回る要請があり、目標を上回る成果を上げた

 概算事業費（B（A）+C） 217,480 102,293 177,997

214,012 99,568 174,694 241,684

1,265

概　算

人件費

0.42 0.33 0.40 0.97

3,468

54,053

149,163 80,831 158,042 186,366

Aの

財源

46,680 31,545 29,069

371 374 337

112,750 187,448合計（A) 196,214 241,684

予

算

額

前年度繰越

当初予算 196,214

事務補助員の雇用、事務費付帯事務費

112,750 187,448 241,684

補正予算

県林業労働力確保支援センター（(財)長野県林業労

働財団)が実施する養成研修を支援

　オペレーター養成　23人　、　補助率10/10

673 673 670

（当初） （決算） （当初）

高性能林業機械の導入 補助金

森林組合、林業者の組織する団体等の高性能林業機

械導入を支援

　導入台数　25台　、　補助率　定額１/２以内、4.5/10

以内

186,775 174,021 239,153

目指す姿

現状

高性能林業機械オペレーター養成 補助金

事業内容

項目 実施方法

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

課・室 信州の木振興課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  

2-3-7　農山村産業クラスター形成プロジェクト

3-2-4　環境・エネルギー自立地域創造プロジェクト

E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-4　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

1　林業再生の実現 実施期間 H22 ～

事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 高性能林業機械導入推進事業費高性能林業機械導入推進事業費高性能林業機械導入推進事業費高性能林業機械導入推進事業費

担

当

課

部局 林務部

事業番号 09 02 04

項目

高性能林業機械稼働台数

高性能林業機械オペレーター養成数

○高性能林業機械稼働台数　227台（内事業による導入台数24台）

○高性能林業機械オペレーター養成累計　401人

○高性能林業機械等の導入を推進することにより計画的な搬出間伐を促進するとともに、間伐等素材生産コストの低減と林業の労働安全

性の向上を図る。

○高性能林業機械により素材生産作業を行う高度な林業技術者の養成を図る。

目標：平成32年度 県内の素材生産75万㎥

        平成32年度　高性能林業機械稼働台数　390台

○平成23年度現在県内の高性能林業機械稼働台数209台

成果目標の達成状況

【左記の説明、根拠法令等】

森林・林業木材産業づくり交付金事業実施要綱

森林整備加速化林業再生基金事業実施要綱

（単位：千円）　

H24事業実績

H24 H25

H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

209台

1,861

合計 187,448 174,694 241,684

Ｈ２４

227 236 達成

達成

270台

424381人 401 404


